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七
月
二
十
五
日
、
札
幌
市
中
島

公
園
で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

抗
議
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
を
守

り
抜
く
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
実
行
委
員
会
（
Ｊ
Ａ
北

海
道
中
央
会
、
北
海
道
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
、
北
海
道
森
林
組
合

連
合
会
、
北
海
道
農
民
連
盟
）
が

主
催
、
ホ
ク
レ
ン
、
北
海
道
農
協

青
年
部
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
女

性
協
議
会
な
ど
43
団
体
が
後
援

し
、
道
内
の
農
業
者
を
中
心
に
約

七
千
人（
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、役
員
、

酪
農
振
興
会
、青
年
部
、女
性
部
、

職
員
計
26
名
が
参
加
）が
集
ま
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
脱
退
を

訴
え
ま
し
た
。

　

中
央
会
の
飛
田
稔
章
会
長
は
、

「
200
％
の
食
料
自
給
率
を
誇
り
、

日
本
国
民
の
命
を
守
っ
て
い
る
北

海
道
農
業
が
、
国
民
の
生
活
を
守

る
力
を
発
揮
で
き
な
く
な
っ
た
ら

日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
農
林
漁

業
や
他
団
体
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
問
題
が
あ
る
と
訴
え
続
け
て
き

た
が
、
日
本
は
交
渉
に
参
加
し

て
し
ま
っ
た
。国
会
議
員
に
は
、

農
業
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。私
達
は
今
、

国
民
の
命
を
守
る
と
い
う
強
い

思
い
で
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
に
こ
の
思
い
を
理
解
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
そ
し
て
北
海
道
の
農
業
を

守
り
ぬ
く
た
め
に
、
今
後
も
強

く
抗
議
し
て
い
く
!!
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

道
農
民
連
盟 

山
田
富
士
雄

委
員
長
に
よ
り
、大
会
決
議（
左

記
）
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。
又
、
北
海
道
農
協
青
年

部
協
議
会 

黒
田
栄
継
会
長
の

音
頭
で
頑
張
ろ
う
を
三
唱
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
を
守
り
抜

く
姿
勢
を
強
く
示
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
市
内
を
デ
モ
行

進
し
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

繰
り
返
し
な
が
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
断
固
反
対

!! 

即
時
撤
退
!!
」
を
強
く
訴

え
ま
し
た
。

ＴＰＰ交渉参加に抗議し
ＴＰＰから北海道を守り抜く総決起大会
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ＴＰＰ交渉参加に抗議し
ＴＰＰから北海道を守り抜く決議

　平成22年10月１日に菅総理がＴＰＰ交渉参加検討を表明して以降、我々は
一貫して交渉参加反対運動を展開し、道内の多くの団体と幅広くＴＰＰの問題
点について訴える活動を行うとともに、政府に対して、ＴＰＰ交渉参加による
地域や生活に与える影響への不安を、あらゆる手段で訴えてきた。
　しかしながら、政府は多くの国民が求めている詳細な情報公開も、徹底した
国民的議論もないまま、平成25年７月23日、ＴＰＰ交渉会合への参加に至った。
　このことは、切実な地方の声や農林水産業に従事する我々の意思が届いてい
ないと言わざるを得ず、断じて容認できるものではない。
　ＴＰＰは、聖域なき関税撤廃と一部の多国籍企業に都合のよいルールの改正
や規制撤廃を同時に進行する危険な協定と言わざるをえない。
　また、ＴＰＰは農林水産業に大打撃を与え、地域経済を衰退させるばかりで
なく、国家主権を揺るがすＩＳＤ条項や医療・医薬品、金融・保険、公共事業、
食品の安全基準・表示制度など、「国のかたち」を変えかねない、国民の暮ら
しと命を危機に陥れる可能性を含んでいる。
　本日、北海道全域から結集した参加者一同は、交渉参加へと進んだ政府に強
く抗議し、ＴＰＰから北海道を守り抜くために、強固な地方の声を訴え、ＴＰ
Ｐが農林水産業以外の多くの分野を含めた国民生活に影響する問題であること
の道民理解を求める活動を継続的に行うとともに、ＴＰＰに係る情報開示を政
府へ求めていく。
　さらに、政府に対して、ＴＰＰに関する衆参両院の農林水産委員会決議の遵
守を求めるとともに、北海道を守り抜く運動を強力に展開していく。

　平成25年７月25日

ＴＰＰ交渉参加に抗議しＴＰＰから北海道を守り抜く総決起大会

止めよう！ＴＰＰは亡国の交渉
伝えよう！政府に対する我々の怒り
広げよう！ＴＰＰ参加反対運動の輪
守ろう！地域と暮らしとこの国の未来

大会
スローガン
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第１０４回　釧路種馬共進会
 

七
月
二
十
九
日
、
釧
路
市
大

楽
毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

で
、
第
１
０
４
回
釧
路
種
馬
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
各
Ｊ
Ａ
（
摩
周
湖
、
標

茶
、
阿
寒
、
丹
頂
）
か
ら
、
計

二
十
一
頭
の
出
品
馬
が
集
ま

り
、
資
質
を
競
い
ま
し
た
。

 

審
査
員
は
山
下
大
輔
氏
（
公

益
社
団
法
人 

日
本
馬
事
協
会

業
務
部
参
事
）
が
務
め
、
第
１

部
１
才
雄
馬
か
ら
第
７
部
３
才

以
上
雌
馬
（
子
付
き
）
ま
で
の

各
部
に
つ
い
て
審
査
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
計
四
頭
が
出

品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
各
部

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
又
、
最
高
位
賞
は
、
阿
寒

農
協
・
山
根
勝
幸
さ
ん
の
出
品

馬
「
春
桜
」（
２
部
・
１
才
・
雌
・

日
本
輓
系
種
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表

の
と
お
り
で
す
。

審　査　の　様　子

「 蘭　寿　姫 」　松井 紀行 氏　（幌呂）

「 美　　　栄 」　田中 光儀 氏　（鶴居）

「 アローマドンナ 」　山田 恵理実 氏　（白糠）

「 皇　　　極 」　小野田 喜一 氏　（音別）

入　　賞　　馬　　一　　覧

部 順位 名　　号 品　種 出品者 （地区）

2 部
２等１席 美　　　栄 日本輓系 田中　光儀（鶴居）

２等２席 皇　　　極 日本輓系 小野田喜一（音別）

4 部 １等１席 蘭　寿　姫 日本輓系 松井　紀行（幌呂）

5 部 ３等 アローマドンナ 日本輓系 山田恵理実（白糠）
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第１２回「祭りinほろろ」開催
七
月
三
十
日
、
幌
呂
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
第
12
回

「
祭
り
in
ほ
ろ
ろ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

幌
呂
地
区
の
農
業
者
で
構
成

さ
れ
る
、
祭
り
in
ほ
ろ
ろ
実
行

委
員
会
（
実
行
委
員
長 

松
井

俊
治
氏
）
主
催
で
、
地
域
の
活

性
化
と
親
睦
を
図
る
目
的
で
行

な
わ
れ
、
会
場
に
は
、
組
合
員

の
皆
様
方
、
親
子
連
れ
な
ど
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鶴
居
村
幌
呂
地
区
集
落 

松

井
俊
治
代
表
か
ら
「
今
年
は
天

候
も
良
く
、
良
い
草
が
収
穫
出

来
、大
変
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
、
女
性
部
・
青
年
部
か

ら
美
味
し
い
食
べ
物
が
用
意
さ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し

み
下
さ
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

会
場
の
屋
台
で
は
、
青
年
部

が
牛
串
や
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
、
女
性
部
が
お
で
ん
、

そ
ば
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な
ど
を

販
売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幌
呂

小
・
中
学
生
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

大
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
。

七
月
十
九
日
、
白
糠
町
茶
路

で
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整

備
事
業
（
再
編
整
備
型
）
に
よ

る
「
合
同
会
社 

白
糠
Ｆ

－

Ｓ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
代
表
社
員 

五
十
嵐

政
敏
組
合
員
）」
の
建
設
工
事

安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
良
質
な
粗
飼

料
確
保
、
労
働
負
担
の
軽
減
、

生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
等
に
よ
る

経
営
基
盤
の
強
化
を
目
的
に
、

白
糠
の
生
産
者
13
戸
が
構
成
員

と
な
り
、
平
成
二
十
六
年
か
ら

の
本
格
稼
働
に
向
け
、
建
設
工

事
が
着
工
し
ま
し
た
。

白
糠
地
区
で
は
、
初
め
て
の

Ｔ
Ｍ
Ｒ
施
設
と
な
り
今
後
建
設

工
事
が
無
事
完
了
し
、
白
糠
酪

農
の
中
枢
と
な
る
施
設
と
な

り
、
組
合
員
の
酪
農
生
産
に
寄

与
し
て
い
く
こ
と
を
ご
期
待
致

し
て
お
り
ま
す
。

女性部・手作りの味は大変好評‼

盛り上がりをみせたカラオケ大会

「合同会社　白糠Ｆ
エ フ

－Ｓ
シ ー ド

ＥＥＤ」ＴＭＲセンター
　建設工事安全祈願祭　開催される。
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平成25年度 釧路管内ＪＡ野球大会
七
月
六
・
七
日
の
両
日
、
鶴

居
村
営
野
球
場
で
、
平
成
二
十

五
年
度 

釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
六
Ｊ
Ａ
（
浜
中
町
、
釧

路
太
田
、し
べ
ち
ゃ
、摩
周
湖
、

阿
寒
、
く
し
ろ
丹
頂
）
及
び
連

合
会
（
ホ
ク
レ
ン
、
北
農
連
）

の
計
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

丹
頂
野
球
部
は
、
一
回
戦
Ｊ

Ａ
阿
寒
と
対
戦
し
ま
し
た
。
先

発
・
松
崎
投
手
か
ら
手
塚
、
千

葉（
鶴
居
村
支
雪
裡
・
後
継
者
）

投
手
と
継
投
し
、
序
盤
に
リ
ー

ド
を
許
し
ま
し
た
が
、
終
盤
の

粘
り
で
同
点
に
追
い
つ
く
も
あ

と
一
歩
及
ば
ず
、
９
対
８
で
惜

し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
優
勝
は
Ｊ
Ａ
摩
周

湖
、
準
優
勝
は
Ｊ
Ａ
し
べ
ち
ゃ

で
し
た
。
当
日
応
援
に
ご
来
場

頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
野

球
部
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
声
援
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

JA配置薬推進員交代のお知らせ
日頃よりＪＡ配置薬をご利用いただきありがとうございます。
ＪＡ配置薬 鶴居・幌呂地区を担当しておりました 石田 智志推進員が７月31日をもちまして、退

職いたしました。
在職期間中、皆様から寄せられた暖かいご支援並びにご愛顧に対しまして厚く御礼申し上げます。
なお、後任につきましては、現在、弟子屈・標茶・白糠・音別地区を担当している 谷田 将信推

進員（平成14年１月採用）が、８月より担当させていただくことになりました。

今後は、なお一層のご要望に応えるよう努力してまいりますので、更なるご支援・ご愛顧とＪＡ
配置薬のご利用をよろしくお願い申し上げます。

※お薬の不足の場合は下記推進員までご連絡ください。

◦ＪＡ北海道厚生連　配置薬部　配置薬課
フリーコール（０１２０）９９－４１９３

※平日８：30 ～ 17：00まで

◦釧路丹頂農業協同組合　生活課
電話（０１５４）６４－２３１６

〒088－3214
川上郡弟子屈町高栄２丁目11－９　　

谷田　将信（たにた　まさのぶ）

電話　015－482－5408
携帯　090－3779－6979

力投をみせた松崎投手

投打で活躍・千葉選手

大会結果

8

摩　周　湖

浜

中

町

摩

周

湖

阿

寒

く
し
ろ
丹
頂

2 日目

優勝

1日目

11

12

8 4 9×

0

北

農

連

し

べ

ち

ゃ

釧

路

太

田

ホ
ク
レ
ン

3

21

23 0 7 13

3

5



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

～
草
地
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

　
　
　
　
　
　
　
補
給
し
よ
う
～

飼
料
高
騰
の
中
、
自
給
飼
料
の
高
品

質
化
が
増
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
植
生
維
持
や
自
給
飼
料
か
ら
効
率

よ
く
供
給
す
る
た
め
に
、
基
本
技
術
の

石
灰
施
肥
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
写
真
１
）

一
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
必
要
性

草
地
管
理
に
お
い
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム

が
不
足
す
る
と
ｐ
Ｈ
の
低
下
な
ど
で
、

適
正
な
植
生
維
持
が
困
難
に
な
り
、
施

肥
効
率
も
低
下
し
ま
す
。

写
真
２
は
、
根
釧
農
試
で
カ
ル
シ
ウ

ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
施
肥
効
果
を
長

期
的
に
確
認
し
て
い
る
圃
場
で
す
。
毎

年
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
散

布
し
て
い
る
右
上
の
区
は
、
植
生
が
良

好
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
散
布
量
に
つ
い
て

草
地
土
壌
に
対
す
る
適
正
な
ｐ
Ｈ
は

五
．
五
～
六
．
五
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
メ
科
牧
草
の
生
育
促
進
、
維
持
に
は
、

ｐ
Ｈ
が
五
．
五
以
下
に
な
ら
な
い
前
に

矯
正
し
ま
す
。
定
期
的
に
土
壌
分
析
を

行
い
ｐ
Ｈ
、
石
灰
量
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
良
質
な
牧
草
を
収
穫
し
て
い
る
方

で
、
草
地
更
新
後
三
年
目
か
ら
、
一
〇

ア
ー
ル
当
た
り
二
○
キ
ロ
程
度
毎
年
秋

散
布
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

根
釧
農
試
の
デ
ー
タ
で
は
、
三
年
毎

に
三
十
キ
ロ
の
施
用
で
収
量
を
十
分
維

持
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
一
）

ま
ず
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
二
○
～

三
○
キ
ロ
程
度
散
布
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

三
、
散
布
す
る
資
材
に
つ
い
て

石
灰
資
材
は
、
土
壌
改
良
剤
の
中
で

唯
一
百
パ
ー
セ
ン
ト
国
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

表
二
に
石
灰
資
材
の
特
徴
を
示
し
ま

し
た
。
様
々
な
製
品
が
あ
り
ま
す
が
、

特
徴
や
価
格
な
ど
を
検
討
し
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

四
、
散
布
時
期
に
つ
い
て

通
常
は
、
秋
施
用
が
一
般
的
で
す
が
、

作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
夏
に
散
布
す
る

事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

五
、
ま
と
め

近
年
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
の
作
付

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
マ
メ
科
は
高

め
の
ｐ
Ｈ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
好
む
の
で

特
に
積
極
的
に
散
布
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
石
灰
資
材
散

布
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ご
相
談
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
　
（
平
成
二
十
五
年
七
月
作
成
）

石
灰
散
布
し
て
い
ま
す
か
？写真１　散布風景

表１　牧草への石灰施用効果（根釧農試S62）

表２　石灰資材
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写真２　カルシウム、マグネシウムの連用効果試験

+Ca-Mg

-Ca-Mg

+Ca+Mg

-Ca+Mg
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EDITOR’S NOTE

■平成25年度 　生乳生産実績（7月）
月計乳量（kg） 7月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,501,105.3 98.6 34,704,441.4 101.0
（鶴居地区） 2,838,805.4 95.8 11,466,739.8 98.2
（幌呂地区） 2,283,813.9 104.1 9,334,858.9 104.9
（白糠地区） 1,846,754.9 93.2 7,687,658.1 97.7
（音別地区） 1,531,731.1 102.9 6,215,184.6 104.9

管 内 計 46,166,050.5 99.3 186,062,342.1 101.7
（前年度管内計） 46,494,417.5 183,003,298.0

家畜販売市況情報 
乳　牛  25年8月1日現在

□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８〜 12 ヶ月） ３２0　　　〜　　　２５0

初　　　　妊 ５３0〜４９0 ４９0〜４５0

経
産

２ 産 〜 ３ 産 ３５0　　　〜　　　２９0

４ 産 〜 ５ 産 ２９0　　　〜　　　２５0

初生とく  25年8月19日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ 〜 ７0㎏ 都度協議

４５㎏ 〜 ６0㎏ 　１，0５0円/㎏

４0㎏ 〜 ４４㎏ ９５0円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）
黒毛和種 25年7月17日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 677頭 751,800 219,450 457,263 295 1,550 

去勢 924頭 674,100 264,600 540,380 311 1,739 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
7月定例理事会　平成25年７月26日（金）

報告事項�

 １．専決事項及び諸会議について

 ２．各委員会・諸会議等について

 ３．６月末財務状況について

 ４．事業の実施処理状況について

付議事項�

 議案第１号 監事監査の結果に対する回答について

 議案第２号 大口信用供与先に対する融資の承認につ

いて

 議案第３号 固定資産の取得について

※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�

 １．第２次５ヶ年計画の重点課題について

 ２．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
高　橋　さおり
購買部　生活課生活係　７月31日をもって退職しました。

□�ＴＰＰから北海道を守り抜く総決起大会に参加し、今北海道農業は先行きなどを
考えても大変厳しい状態にあり、一次産業に直に携わっている私達が地域の切実
な思いを、声を大にして訴え、ＴＰＰ反対運動の輪をより広げていく必要があると
強く感じました。

□�全国各地で大雨による災害が多発しております。河川の氾濫、土石流、道路崩壊、
住宅・施設の床下浸水、停電など私達の地域でも発生しうる事態が続いており、
災害への備えと対策が必要不可欠です。


